
　今回の話を聞いて、香川
県にもこんな風に地域の伝
統を色濃く残している地域
があるんだなと感じました。戦前からの文化を今でも大
切に伝える人がいるのがとても印象深かった。また、当日
は郷土料理や伝統行事などをまとめた資料を用意してく
れていたり、五郷の人たちの細やかなお人柄にも感動し
ました。お話を伺った皆さんは、全員五郷の伝統行事や
郷土料理が残ってほしいと願うとてもふるさと思いの人
たちでした。

　観音寺市の五郷地区は、５つの集落から成る山あいの地域。今回は
五郷で生まれ育った藤岡テル子さんに「こもけ団子」と呼ばれる郷土
料理を通して、かつての山の暮らしを伺いました。その土地の食べも
のを知るということは、その土地の人たちがどう生きてきたかを知る
手がかりでもあります。山の地形や動植物の生態を熟知し、四季折々
の食材を山からいただいて、手間と工夫で捨てるところなくおいしく
食べきる知恵。それは、今の時代が忘れかけているもう一つの豊かさ
かもしれません。当日は、「五郷里づくりの会」の皆さんがつくってくれ
た「こもけ団子」を味わいながら、お話を伺いました。

1

1こもけ団子入りの団子汁。ズイキと呼ばれる里芋の茎を入れるが特徴。独特のえぐみがあります　
2今回お話を聞かせてくれた藤岡さん　3きな粉をまぶしたこちらは「名つけ団子」　4「五郷里づく
りの会」の皆さん。当日は「こもけ団子」の団子汁をみんなで食べながら、かつての五郷での暮らしの様
子を聞きました
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史
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入
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